
調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］
㉗

2.2-1-263近接写真（ⅢB1g） 近接写真（ⅢB2g）

㉗高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-136 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］
㉘

2.2-1-264近接写真（ⅢB2g） 近接写真（ⅡB3g）

㉘高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-137 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉙

2.2-1-265

㉙高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-138 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉚

2.2-1-266

㉚高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

柱状図

露頭写真

火山灰分析結果

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 240 0 16 13 66 0 3

0.1-0.2 362 0 6 15 73 2 5 1.496-1.500

0.2-0.3 292 0 7 20 47 1 5

0.3-0.4 269 0 8 4 39 1 4

0.4-0.5 271 0 4 16 76 3 5

0.5-0.6 243 0 7 16 90 1 8

0.6-0.7 60 0 2 10 44 0 7 1.496-1.501

0.7-0.8 9 0 0 1 28 1 10

0.8-0.9 5 1 0 0.6 13 0 9

0.9-1.0 0 0 0 0 0.6 0 13 K-Tz

1.0-1.1 0.4 0 0 0 0.8 0 9

1.1-1.2 0 0 0 0 1 0 4

1.2-1.3 0 0 0 0 0.6 0 6

1.3-1.4 2 0 0 0 0 0 4

1.4-1.5 0 0 0 0 0.7 0.3 5

1.5-1.6 1 0 0 0 0.4 0.4 4

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

テフラ名

AT+K-Tz混在

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

特記鉱物 火山ガラスの屈折率

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-139 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

2.2-1-267

㉛高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

火山灰分析結果

㉛

深度0.0～0.2m 砂質シルト（暗褐色土壌），灰黄褐色（10YR 4/2）
深度0.2～0.4m 砂混じりシルト（明褐色土壌），明褐色（7.5YR 5/6）
深度0.4～0.8m 砂混じり粘土（赤褐色土壌），赤褐色（5YR 4/8），石英粒子を含む

試料写真 深度0.0～0.3m

試料写真 深度0.3～0.6m

試料写真 深度0.6～0.8m

遠景写真

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 155 0 2 11 54 0 11

0.1-0.2 182 0 0 10 67 0 6

0.2-0.3 310 0 2 3 37 0 5 1.497-1.500 AT

0.3-0.4 52 0 0 12 34 0 7

0.4-0.5 30 0 0 2 11 0 11

0.5-0.6 35 0 0 3 16 0 7 K-Tz

0.6-0.7 9 0 0 1 2 0 1

0.7-0.8 3 0 0 2 2 0 0.5

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

火山ガラスの屈折率 テフラ名試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-140 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

2.2-1-268

㉜高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

㉜

遠景写真

火山灰分析結果

深度0.0～0.2m 砂質シルト（暗褐色土壌），にぶい黄褐色（10YR 5/3）
深度0.2～0.4m 礫混じり砂質シルト（明褐色土壌），明褐色（7.5YR 5/8），

安山岩のくさり礫（径2～5mm）含む
深度0.4～0.6m 礫混じり砂質シルト（赤褐色土壌），明褐色（7.5YR 5/8），

安山岩のくさり礫（径2～5mm）含む
深度0.6～0.9m 礫混じり砂質シルト（赤褐色土壌），褐色（7.5YR4/4），礫

の含有率は少ない

試料写真 深度0.0～0.3m

試料写真 深度0.3～0.6m

試料写真 深度0.6～0.9m

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 111 0 0 27 38 0 0

0.1-0.2 142 0 0 22 53 0 0 1.497-1.501(27/30),1.510-1.513(3/30)

0.2-0.3 68 0 0 9 22 0 0

0.3-0.4 29 0 0 1 16 0 0

0.4-0.5 9 0 0 4 9 0 2 K-Tz

0.5-0.6 10 0 0 67 0 0 0.1

0.6-0.7 1 0 0 0.4 1.2 0 0.3

0.7-0.8 1 0 0 5 1 0 0.1

0.8-0.9 0.4 0 0 0.7 0.3 0 0

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

試料番号

AT
K-Ah混在

火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)
火山ガラスの屈折率 テフラ名

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Ah：7.3千年前
AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-141 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

2.2-1-269

㉝高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

㉝

遠景写真

火山灰分析結果

深度0.0～0.2m 砂質シルト（暗褐色土壌），灰黄褐色（10YR 4/2）
深度0.2～0.7m 砂混じりシルト（明褐色土壌），明褐色（7.5YR 5/6）
深度0.7～0.9m シルト質粘土（赤褐色土壌），赤褐色（5YR 4/8），不明瞭

なトラ斑あり。

試料写真 深度0.0～0.3m

試料写真 深度0.3～0.6m

試料写真 深度0.6～0.9m

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 173 0 0 8 32 0 3.5

0.1-0.2 278 0 0 11 25 0 4.5

0.2-0.3 368 0 0 5 24 0 5 1.497-1.500(30/32),1.508-1.514(2/32)

0.3-0.4 214 0 0 4 23 0 5

0.4-0.5 292 0 0 0.5 24 0 7.5

0.5-0.6 330 0 0 0.5 31 0 7.5

0.6-0.7 30 0 0 3 13 0 4.5

0.7-0.8 11 0 0 0 2 0 6

0.8-0.9 33 0 0 1 5 0 5

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

火山ガラスの屈折率 テフラ名

AT
K-Ah混在

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Ah：7.3千年前
AT：2.8万～3万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-142 再掲



段丘面分布図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

コア写真

火山灰分析結果

遠景写真 近景写真

㉞中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

㉞

2.2-1-270



段丘面分布図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

コア写真

火山灰分析結果

遠景写真 近景写真

㉟中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

㉟

2.2-1-271



段丘面分布図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

火山灰分析結果

近景写真

㊱中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

㊱

2.2-1-272



段丘面分布図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㊲高位段丘Ⅰa面 段丘面調査結果

㊲

2.2-1-273



余白



（12）福浦断層 薄片観察

2.2-1-275



（12）-1 FK-1孔

2.2-1-276



FK-1孔 －薄片作成箇所－

位置図

コア写真（FK-1孔）

敷地内断層（評価対象断層）

［段丘面］

FK-1孔

1cm

・FK-1孔から採取したブロックの主せん
断面において，71°R（下盤側換算）の
条線方向で薄片を作成した。

ブロック写真

観察面写真（上盤側）

・主せん断面の上盤側
の観察面で109°Rの
条線が認められる。

1mm

条線方向

109°

条線観察結果

概念図

・走向は真北で示す。
破砕部

上盤

下盤

上

下主せん断面

52.552.4 52.6

深度（m）

主せん断面

下ブロック採取箇所

掘進方向
（45°傾斜）

レイク（°）傾斜69°SW

観察面

走向N4°W

・BHTVでN4°W/69°SW （走向は真北基準）

・見かけの傾斜角20～25°の厚さ6.5cmの破砕部。

厚さ1.0cmのにぶい褐色，にぶい赤褐色を呈する未固結な粘土を挟在する。
下部は一部固結している。

・左右反転

・ FK-1孔の深度52.5ｍ付近で認められる福浦断層の主せん断面において，71°R（下盤側換算）の条線方向で薄片を作成した。 2.2-1-277



下

10mm

下
盤

断層ガウジ 断層角礫

上

上
盤

断層ガウジ 断層角礫

【薄片観察（解釈線なし）】

薄片①写真（FK-1_71R）

（単ニコル） （直交ニコル）
上

下

凝灰角礫岩 凝灰角礫岩

凝灰角礫岩：単ニコルで暗褐灰色，直交ニコルで褐灰色の干渉色を呈する凝灰角礫岩からなる。径7mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質中や割れ目，
岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

断層ガウジ：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径4mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質
中には粘土鉱物が生成している。

断層角礫：単ニコルで暗褐灰色，直交ニコルで褐灰色の干渉色を呈する凝灰角礫岩からなる。径7mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれており，径13～14mmの岩片も含まれる。岩片，鉱物片は亜角
～亜円形である。基質中や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

FK-1孔 －薄片観察結果－
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福浦断層_FK-1孔
【薄片観察（解釈線あり）】

下

10mm

下
盤

断層ガウジ 断層角礫

上

上
盤

断層ガウジ
断層角礫

薄片①写真（FK-1_71R）

（単ニコル） （直交ニコル）
上

下

：Y面

凝灰角礫岩 凝灰角礫岩

・FK-1孔の薄片観察の結果，不連続箇所が認められない連続的なY面が観察される。

・なお，複数認められるY面の一部には，変質の影響で不連続になる箇所も認められる。

不連続箇所が認められず連続的に観察されるY面
（一部途切れる箇所は薄片作成時等の乾燥収縮により開口した割れ目）
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断層ガウジ
10mm

断層ガウジ

下

断層角礫

下
盤

上
盤

上（直交ニコル）

・断層ガウジ中に明瞭な複合面構造が認められ，複数認められるY面は直線性・連続性がよく明瞭である。

・複合面構造から逆断層センスを推定した。

【複合面構造】

（直交ニコル）

（単ニコル）

：Y面

：P面

：R1面

薄片①写真（FK-1_71R）

福浦断層_FK-1孔

上
盤

1mm

1mm

下
盤

上
盤

下
盤

（直交ニコル）

（単ニコル）

断層ガウジ

上
盤

0.1mm

下
盤

上
盤

下
盤

断層ガウジ 断層ガウジ

0.1mm

凝灰角礫岩

2.2-1-280

せん断センスを
示す複合面構造

（狩野・村田
(1998)に加筆）



上
盤

1mm 断層ガウジ

下
盤

下
盤

上
盤

断層ガウジ

【層状構造】

（直交ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

・断層ガウジ中に粘土鉱物が層状に分布する層状構造が観察され，繰り返し活動した構造が認められる。

層状構造

福浦断層_FK-1孔

10mm

断層ガウジ

下

断層角礫

下
盤

上
盤

上

薄片①写真（FK-1_71R）

下
盤

上
盤

断層ガウジ1mm

層状構造

凝灰角礫岩
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Sm：スメクタイト
Sep：セピオライト
Pl ：斜長石

回折チャート 不定方位

検出鉱物

斜
長
石

ス
メ
ク
タ
イ
ト

セ
ピ
オ
ラ
イ
ト

福浦断層
FK-1孔

○ △ △

◎：卓越している（＞20,000cps）
○：含まれている（5,000～20,000cps）
△：少量だが検出される（＜5,000cps）

分析試料

破砕部

試料採取箇所（FK-1孔）

52.552.4 52.6

深度（m）

主せん断面

XRD分析試料採取箇所

XRD分析 測定諸元

装置:Rigaku RINT2500V

Target:Cu（Kα）

Voltage:40ｋV

Detector:SC

Divergence Slit:0.5°

Receiving Slit:0.15㎜

Step size:0.02°

・FK-1孔の断層位置でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物としてスメクタイトが認められる。

FK-1孔 －XRD分析結果－
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（12）-2 大坪川ダム右岸トレンチ

2.2-1-283



ブロック写真

・大坪川ダム右岸トレンチ底盤から採取したブロックの
主せん断面において，100°Rの条線方向及びその直
交方向（10°R）で薄片を作成した。

観察面写真（下盤側）

・主せん断面
の下盤側の
観察面で
100°Rの条
線が認めら
れる。

条線観察結果
東

上
北

観察面

走向
N10°E

傾斜74°NW

0°

レイク（°）

観察面

概念図

※走向は真北で示す。

東
（下盤側）

上

下

5cm

主せん断面

※左右反転

西
（上盤側）

薄片作成箇所

試料採取箇所
（大坪川ダム右岸トレンチ）

断層

北壁面

底盤
下ブロック採取箇所

右条線観察試料採取箇所

←W E→

位置図

敷地内断層（評価対象断層）

［段丘面］

大坪川ダム
右岸トレンチ

条線方向

100°

10mm

・大坪川ダム右岸トレンチで認められる福浦断層の主せん断面において，100°Rの条線方向及びその直交方向の10°Rで薄片を作成した。

大坪川ダム右岸トレンチ －薄片作成箇所－
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下10mm

下
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

上

上
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

上

下

【薄片観察_100R（解釈線なし）】

（単ニコル） （直交ニコル）

薄片写真（大坪川ダム右岸トレンチ_100R）

断層角礫（上盤側）：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで白～灰色の干渉色を呈する安山岩からなる。径5mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質中や割れ目
，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

断層ガウジ：単ニコルで淡褐灰色，直交ニコルで黄～白色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径2mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基
質中や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

断層角礫（下盤側）：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～灰色の干渉色を呈する安山岩からなる。径3mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれており，径12～18mmの岩片も含まれる。岩片，鉱物片は
亜角～亜円形である。基質中や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

大坪川ダム右岸トレンチ －薄片観察結果－
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【薄片観察_100R（解釈線あり）】
福浦断層_大坪川ダム右岸トレンチ

下10mm

下
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

上

上
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

上

下

（単ニコル） （直交ニコル）

薄片写真（大坪川ダム右岸トレンチ_100R）

・大坪川ダム右岸トレンチ（100R）の薄片観察の結果，不連続箇所が認められない連続的なY面が観察される。

・なお，複数認められるY面の一部には，風化変質等の影響で不連続になる箇所も認められる。

：Y面

不連続箇所が認められず連続的に観察されるY面
（一部途切れる箇所は薄片作成時等の乾燥収縮により開口した割れ目）
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・断層ガウジ中に明瞭な複合面構造が認められ，複数認められるY面は直線性・連続性がよく明瞭である。

・複合面構造から逆断層センスを推定した。

・断層ガウジ中では，粘土鉱物が層状に分布する層状構造が観察され，繰り返し活動した構造が認められる。

【複合面構造，層状構造（100R）】

1mm

断層ガウジ断層角礫
（直交ニコル）

上
盤

断層ガウジ断層角礫
（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

：Y面

：P面

：R1面

1mm

（単ニコル）

（直交ニコル）

上
盤

断層ガウジ断層角礫

断層ガウジ断層角礫

下
盤

下
盤

上
盤

1mm

1mm

断層ガウジ

下

断層角礫 断層角礫

10mm

下
盤

上
盤

上

薄片写真
（大坪川ダム右岸トレンチ_100R）

（直交ニコル）

層状構造

層状構造

層状構造

層状構造

福浦断層_大坪川ダム右岸トレンチ

2.2-1-287

せん断センスを
示す複合面構造

（狩野・村田
(1998)に加筆）



南
10mm

上
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

北

下
盤

北

南

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

【薄片観察_10R（解釈線なし）】

（単ニコル） （直交ニコル）

福浦断層_大坪川ダム右岸トレンチ

薄片写真（大坪川ダム右岸トレンチ_10R）

断層角礫（上盤側）：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで白～灰色の干渉色を呈する安山岩からなる。径4mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質中や割れ目
，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

断層ガウジ：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～白色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径3mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質
中や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

断層角礫（下盤側）：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～灰色の干渉色を呈する安山岩からなる。径4mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれており，径8～20mmの岩片も含まれる。岩片，鉱物片は亜
角～亜円形である。基質中や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。
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【薄片観察_10R（解釈線あり）】
福浦断層_大坪川ダム右岸トレンチ

南
10mm

上
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

北

下
盤

北

南

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

（単ニコル） （直交ニコル）

薄片写真（大坪川ダム右岸トレンチ_10R）

・大坪川ダム右岸トレンチ（10R）の薄片観察の結果，不連続箇所が認められない連続的なY面が観察される。

・なお，複数認められるY面の一部には，風化変質等の影響で不連続になる箇所も認められる。

：Y面

不連続箇所が認められず連続的に観察されるY面
（一部途切れる箇所は薄片作成時等の乾燥収縮により開口した割れ目）
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南10mm

上
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

北

下
盤

・断層ガウジ中の複合面構造はランダムに配置している。

・断層ガウジ中では，粘土鉱物が層状に分布する層状構造が観察され，繰り返し活動した構造が認められる。

【複合面構造，層状構造（10R）】

：Y面

：P面

薄片写真
（大坪川ダム右岸トレンチ_10R）

（直交ニコル）

1mm

断層ガウジ 断層角礫

（直交ニコル）

下
盤

上
盤

（単ニコル）

下
盤

上
盤

1mm

断層ガウジ 断層角礫

層状構造

層状構造

1mm

断層ガウジ 断層角礫

（直交ニコル）

下
盤

上
盤

（単ニコル）

層状構造

1mm

断層ガウジ 断層角礫

下
盤

上
盤

層状構造

福浦断層_大坪川ダム右岸トレンチ
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Qtz：石英
Crs：クリストバライト
Sm：スメクタイト
Mi ：雲母鉱物
Ha7：7Å型ハロイサイト

EG処理定方位法

Qtz：石英
Crs：クリストバライト
Sm：スメクタイト
Mi ：雲母鉱物
Ha7：7Å型ハロイサイト

回折チャート 定方位（EG処理も合わせて表示）回折チャート 不定方位

検出鉱物

石
英

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

ス
メ
ク
タ
イ
ト

雲
母
鉱
物

7

ハ
ロ
イ
サ
イ
ト

福浦断層
大坪川ダム
右岸トレンチ

○ △ ＋ ± △

○：中量（2,500～5,000cps）
△：少量（500～2,500cps）
＋：微量（250～500cps）
±：きわめて微量（＜250cps）
標準石英最強回折線強度

（3回繰り返し測定，平均53,376cps）試料採取箇所（大坪川ダム右岸トレンチ 北壁面）

←W
E→

断層 2m0

XRD分析試料採取箇所

分析試料

XRD分析 測定諸元

装置:理学電気製 MultiFlex

Target: Cu（Kα）

Voltage: 40ｋV

Detector: SC

Divergence Slit: 1°

Receiving Slit: 0.3㎜

Step size: 0.02°

Å
型

・大坪川ダム右岸トレンチの断層位置でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物として風化変質鉱物と考えられるハロイサイトが認められる。

大坪川ダム右岸トレンチ －XRD分析結果－

2.2-1-291



（12）-3 大坪川ダム右岸北道路
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位置図

試料採取箇所
（大坪川ダム右岸北道路）

敷地内断層（評価対象断層）

［段丘面］

大坪川ダム
右岸北道路

←E W→

断層

1m0

下ブロック採取箇所

・大坪川ダム右岸北道路法面から採取した
ブロックの主せん断面において，120°Rの
条線方向で薄片を作成した。

薄片作成箇所

東
（下盤側）

上

下5cm

主せん断面

西
（上盤側）

※左右反転

ブロック写真

観察面写真（下盤側）

・主せん断面の下
盤側の観察面で
120°Rの条線
が認められる。

10mm

条線方向

120°

条線観察結果

走向
N16°W

傾斜72°SW

0°

レイク（°）

観察面

概念図

※走向は真北で示す。

・大坪川ダム右岸北道路で認められる福浦断層の主せん断面において，120°Rの条線方向で薄片を作成した。

西

上
南

観察面

大坪川ダム右岸北道路 －薄片作成箇所－
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下
10mm

下
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

上

上
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

下

上

【薄片観察（解釈線なし）】

（単ニコル） （直交ニコル）

薄片写真（大坪川ダム右岸北道路_120R）

断層角礫（上盤側）：単ニコルで褐色，直交ニコルで暗褐色の干渉色を呈する安山岩からなる。径4mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれており，径40mm以上の岩片を含む。岩片，鉱物片は亜角～亜
円形である。基質中や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

断層ガウジ：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～灰色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径2mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質
中や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

断層角礫（下盤側）：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで白～暗褐色の干渉色を呈する火山礫凝灰岩からなる。径11mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質
中や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

大坪川ダム右岸北道路 －薄片観察結果－
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【薄片観察（解釈線あり）】
福浦断層_大坪川ダム右岸北道路

下
10mm

下
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

上

上
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

下

上（単ニコル） （直交ニコル）

薄片写真（大坪川ダム右岸北道路_120R）

：Y面

・大坪川ダム右岸北道路の薄片観察の結果，不連続箇所が認められない連続的なY面が観察される。

・なお，複数認められるY面の一部には，風化変質等の影響で不連続になる箇所も認められる。

不連続箇所が認められず連続的に観察されるY面
（一部途切れる箇所は薄片作成時等の乾燥収縮により開口した割れ目）
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・断層ガウジ中に明瞭な複合面構造が認められ，複数認められるY面は直線性・連続性がよく明瞭である。

・複合面構造から逆断層センスを推定した。

・断層ガウジ中では，粘土鉱物が層状に分布する層状構造が観察され，繰り返し活動した構造が認められる。

【複合面構造，層状構造】
福浦断層_大坪川ダム右岸北道路

下10mm

上
盤

下
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

1mm

断層ガウジ 断層角礫
（直交ニコル）

上
盤

（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

：Y面

：P面

：R1面

薄片写真
（大坪川ダム右岸北道路_120R）

（直交ニコル） 上

1mm

1mm

断層ガウジ 断層角礫

（直交ニコル）

上
盤

（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

1mm

断層ガウジ 断層角礫断層ガウジ 断層角礫

層状構造

層状構造
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示す複合面構造

（狩野・村田
(1998)に加筆）



Crs：クリストバライト
Sm：スメクタイト
Ha7：7Å型ハロイサイト

回折チャート 定方位（EG処理も合わせて表示）回折チャート 不定方位

検出鉱物

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

ス
メ
ク
タ
イ
ト

7

ハ
ロ
イ
サ
イ
ト

福浦断層
大坪川ダム
右岸北道路

＋ △ ±

○：中量（2,500～5,000cps）
△：少量（500～2,500cps）
＋：微量（250～500cps）
±：きわめて微量（＜250cps）
標準石英最強回折線強度

（3回繰り返し測定，平均53,376cps）

分析試料

XRD分析 測定諸元

装置:理学電気製 MultiFlex

Target: Cu（Kα）

Voltage: 40ｋV

Detector: SC

Divergence Slit: 1°

Receiving Slit: 0.3㎜

Step size: 0.02°

Å
型

Crs：クリストバライト
Sm：スメクタイト
Ha7：7Å型ハロイサイト

←E W→

断層

1m0

試料採取箇所（大坪川ダム右岸北道路）

XRD分析試料採取箇所

EG処理定方位法

・大坪川ダム右岸北道路の断層位置でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物としてスメクタイト及び風化変質鉱物と考えられるハロイサイトが認められる。

大坪川ダム右岸北道路 －XRD分析結果－
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（12）-4 大坪川ダム右岸南道路

2.2-1-298



位置図

試料採取箇所
（大坪川ダム右岸南道路）

底盤

法面

←E W→

0.5m0

断層

断層

右上ブロック採取箇所

ブロック写真

薄片作成箇所

東
（下盤側）

上

下5cm

主せん断面

西
（上盤側）

・大坪川ダム右岸南道路法面から採取
したブロックの主せん断面において，
100°Rの条線方向で薄片を作成した。

・大坪川ダム右岸南道路で認められる福浦断層の主せん断面において，100°Rの条線方向で薄片を作成した。

西

上
南

観察面

敷地内断層（評価対象断層）

［段丘面］

大坪川ダム
右岸南道路 ※左右反転

観察面写真（下盤側）

・主せん断面の下
盤側の観察面で
100°Rの条線
が認められる。

条線方向

100°

条線観察結果

走向
N26°W

傾斜60°SW

0°

レイク（°）

観察面

概念図

※走向は真北で示す。

10mm

大坪川ダム右岸南道路 －薄片作成箇所－
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下
10mm

下
盤

上

上
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫 断層ガウジ断層角礫 断層角礫

上

下

【薄片観察（解釈線なし）】

（単ニコル） （直交ニコル）

薄片写真（大坪川ダム右岸南道路_100R）

断層角礫（上盤側）：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～灰色の干渉色を呈する安山岩からなる。径5mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれており，径10mmの岩片も含まれる。岩片，鉱物片は角～
亜円形である。基質中や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

断層ガウジ：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで黄～白色の干渉色を呈する，粘土鉱物を含む細粒物からなる。径5mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は角～亜円形である。基質中
や割れ目，岩片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

断層角礫（下盤側）：単ニコルで褐灰色，直交ニコルで灰色の干渉色を呈する安山岩からなる。径6mm以下の岩片や鉱物片が細粒な基質中に含まれる。岩片，鉱物片は亜角～亜円形である。基質中や割れ目，岩
片の縁辺部には粘土鉱物が生成している。

大坪川ダム右岸南道路 －薄片観察結果－
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【薄片観察（解釈線あり）】
福浦断層_大坪川ダム右岸南道路

下
10mm

下
盤

上

上
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫 断層ガウジ断層角礫 断層角礫

上

下

（単ニコル） （直交ニコル）

薄片写真（大坪川ダム右岸南道路_100R）

・大坪川ダム右岸南道路の薄片観察の結果，不連続箇所が認められない連続的なY面が観察される。

・なお，複数認められるY面の一部には，風化変質等の影響で不連続になる箇所も認められる。

：Y面

不連続箇所が認められず連続的に観察されるY面
（一部途切れる箇所は薄片作成時等の乾燥収縮により開口した割れ目）
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・断層ガウジ中に明瞭な複合面構造が認められ，複数認められるY面は直線性・連続性がよく明瞭である。

・複合面構造から逆断層センスを推定した。

・断層ガウジ中では，粘土鉱物が層状に分布する層状構造が観察され，繰り返し活動した構造が認められる。

【複合面構造，層状構造】
福浦断層_大坪川ダム右岸南道路

下10mm

上
盤

下
盤

断層ガウジ断層角礫 断層角礫

1mm

断層ガウジ

断層角礫

（直交ニコル）

上
盤

（単ニコル）

下
盤

上
盤

下
盤

：Y面

：P面

：R1面

（単ニコル）

（直交ニコル）

薄片写真
（大坪川ダム右岸南道路_100R）

（直交ニコル） 上

1mm

断層ガウジ

断層角礫

1mm

断層ガウジ

断層角礫

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

1mm

断層ガウジ

断層角礫

薄片作成時の傷

層状構造

層状構造

層状構造

層状構造
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せん断センスを
示す複合面構造

（狩野・村田
(1998)に加筆）



Qtz：石英
Crs：クリストバライト
Sm：スメクタイト
Alu：明礬石
Ant：アナタース
Gth：針鉄鉱

回折チャート 定方位（EG処理も合わせて表示）回折チャート 不定方位

検出鉱物

石
英

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

ス
メ
ク
タ
イ
ト

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

明
礬
石

ア
ナ
タ
ー
ス

針
鉄
鉱

福浦断層
大坪川ダム
右岸南道路

＋ ± △ ± ± ± ＋

○：中量（2,500～5,000cps）
△：少量（500～2,500cps）
＋：微量（250～500cps）
±：きわめて微量（＜250cps）
標準石英最強回折線強度

（3回繰り返し測定，平均53,376cps）

分析試料

XRD分析 測定諸元

装置:理学電気製 MultiFlex

Target: Cu（Kα）

Voltage: 40ｋV

Detector: SC

Divergence Slit: 1°

Receiving Slit: 0.3㎜

Step size: 0.02°

Crs：クリストバライト
Sm：スメクタイト
Kln：カオリナイト
Gth：針鉄鉱

0.5m0

底盤

法面

←E W→
断層

試料採取箇所（大坪川ダム右岸南道路）

XRD分析試料採取箇所

EG処理定方位法

・大坪川ダム右岸南道路の断層位置でXRD分析を実施した結果，主な粘土鉱物としてスメクタイト及びカオリナイト等が認められる。

大坪川ダム右岸北道路 －XRD分析結果－
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（13）断層o以外の破砕部の連続性確認
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【OS-9孔の破砕部性状一覧】

2.2-1-306

・断層oと走向・傾斜が対応する破砕部は で示す。

OS-9

No.
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅

（cm）
断層oに対応しないと判断した根拠

① 17.08～17.18 EL 43.47～43.40 N9E/63NW 4.0 － 2.8
走向・傾斜，性状が断層oと異なる。
（福浦断層と評価）

② 19.12～19.14 EL 42.03～42.02 N17W/82SW 1.4 － － 走向・傾斜，性状が断層oと異なる。

③ 20.73～20.93 EL 40.89～40.75 N29W/79SW 15 2.0 － 走向・傾斜，性状が断層oと異なる。

④ 53.38～53.40 EL 17.80～17.79 N75E/48SE 1.5 － － 走向・傾斜，性状が断層oと異なる。

⑤ 54.38～54.40 EL 17.10～17.08 N46W/80SW 1.5 0.7 － 走向・傾斜，性状が断層oと異なる。

⑥ 55.42～55.50 EL 16.36～16.31 N30E/74SE 6.1
0.2
0.5

－
性状が断層oと異なり，隣接孔（OS-1孔 56.3
～100.0m）に連続しない。

⑦ 61.51～61.53 EL 12.06～12.04 N19W/88SW 1.1 1.1 － 走向・傾斜，性状が断層oと異なる。

⑧ 68.25～68.33 EL 7.29～7.23 N19E/16NW 5.7 － － 走向・傾斜，性状が断層oと異なる。

⑨ 70.66～70.72 EL 5.59～5.54 N71E/57SE 5.4 － 5.4
走向・傾斜，性状が断層oと異なり，大坪川ダ
ム基礎掘削面に連続しない。

⑩ 71.04～71.06 EL 5.32～5.30 N53E/47SE 2.5 0.5 － 走向・傾斜，性状が断層oと異なる。

⑪ 79.63～79.67 EL -0.76～-0.79 N62E/71SE 4.0 0.7 －
性状が断層oと異なり，大坪川ダム基礎掘削
面に連続しない。

断層o以外の破砕部の連続性確認

○福浦断層（西側）の下盤側の断層oの想定延長位置で実施したボーリング調査（OS-9）の結果，走向・傾斜が断層oに対応する破砕部（破砕部⑥，
破砕部⑪）及び右下図 範囲※に近接する破砕部⑨について，連続性の検討を行った結果，隣接孔等に連続しないこと確認した。検討結果を，
以下に示す。

OS-9孔の調査結果
（シュミットネット下半球投影図）

OS-5

N

断層o

福浦断層，断層o以外の破砕部

福浦断層

OS-7

OS-6

OS-8

⑥

⑪

①

②

③

④

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

※：アンジュレーションの範囲は，福浦断層に準拠し，検討を行った。



コア写真

55.4 55.5 55.6

深度（ｍ）

破砕部

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

深度（ｍ）

55.3 55.4 55.5 55.6

深度（ｍ）

N30°E/74°SE

破砕部⑥

・厚さ0.1～0.2ｃｍの
暗灰色の粘土状破
砕部及び厚さ0.1～
0.5cmの暗灰色の
粘土状破砕部及び
厚さ5.4～5.9ｃｍの
固結した破砕部

55.3 55.4 55.5 55.6

断面図

性状が断層oと異なり，隣接孔
（OS-1孔）の想定延長範囲
（56.3～100.0m）に対応する破
砕部が認められない。

ボーリングOS-2孔
傾斜角度45°，L=100m

（投影）

ボーリングOS-1孔
傾斜角度45°，L=100m

←SW NE→

55.3

N30°E/74°SE

破砕部⑥（投影）

OS-1孔の想定延長位置
（深度68.1m付近）

【破砕部の連続性確認（OS-9孔） （1/3）】
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56.3m



走向・傾斜，性状が断層oと異なり，大坪川ダ
ム基礎掘削面の想定延長位置に対応する破
砕部が認められない。

N71°E/57°SE

破砕部⑨想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

70.8

コア写真

70.5 70.6 70.7

深度（ｍ）

破砕部

破砕部⑨（OS-9孔）

・厚さ5.4cmの角礫状破砕部
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70.5 70.6 70.7 70.8

深度（ｍ）

N71°E/57°SE

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

70.5 70.6 70.7 70.8

深度（ｍ）

【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-9孔） （2/3）】



性状が断層oと異なり，大坪川ダム基礎掘削
面の想定延長位置に対応する破砕部が認め
られない。

N62°E/71°SE

破砕部⑪
想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

79.8

コア写真

79.5 79.6 79.7

深度（ｍ）

破砕部

破砕部⑪

・厚さ0.2～0.7cmの粘土状破砕部及
び厚さ2.3～3.3cmの固結した破砕部
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79.5 79.6 79.7 79.8

深度（ｍ）

N62°E/71°SE

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

79.5 79.6 79.7 79.8

深度（ｍ）

【破砕部の連続性確認（OS-9孔） （3/3）】
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（14） 断層oに関する調査データ
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（14）-1 大坪川ダム基礎掘削面スケッチ
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